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栄養 

 

①「臨床栄養学で栄養を診るということ」      （教授 三輪 孝士） 

臨床栄養学は、病気の人や体が弱っている人の状態に合わせた栄養を摂るためのサポートをする学問

です。しかし、実は「体が治す力がない」状態のときに、いくら栄養を補給しても十分な効果は得られま

せん。そこで大切になるのが、「その人の体が今、どんな栄養状態にあるか」を正しく見極めること。こ

れこそが、栄養で病気を治すための見逃せない第一歩です。今回の模擬授業では、「臨床栄養学で栄養を

診る基本」を講義します。 

②「調理学の基本を学ぼう！―管理栄養士に必要な調理学―」 

（准教授 福士 一恵） 

食べ物を食べるということは、生命を維持するだけではなく、楽しみや幸せにもつながります。管理栄

養士が学ぶ「調理学」では、食材の調理特性や、調理中に生じる現象を科学的に理解し、再現性のあるお

いしく安全な調理方法を学びます。模擬授業では、先輩たちの調理実習画像を見ながら、調理学の基本

をわかりやすく紹介します。食が支える健康や幸せについて一緒に考えてみませんか？ 

看護 

①「からだの調子を手と耳を使って探ってみよう」（准教授 齋藤 千秋） 

 対象者さんが健康かどうか、身体の状況に異常はないかを知ることは看護師にとってとても大切なこ

とです。看護学科では対象者さんの身体の状況を知るための知識と技術を 1 年生から学んでいきます。

その中でも今回は人が生命活動を送るために重要な脈拍や血圧などを測ることについて、要点を学び、

実際に先輩たちと一緒に測定してみましょう。 

②「妊娠による身体の変化を体験しよう！」   （講師 笹尾 あゆみ） 

 妊娠期には子宮の増大により姿勢が変化し、腰痛や疲労など様々な負担が生じます。本講義では、妊

娠による姿勢変化とその問題点を解説し、妊婦体験ジャケットを用いて重量感や動きにくさを体験しま

す。日常生活で安全に過ごすための負担の少ない姿勢や動作について、体験を通して学びましょう。 

社会福祉 

「連携・協働で子どもを支える」         （教授 西垣 昌欣） 

困難を抱えている人を支援したり、援助したりするためには、関わる人々が連携し、協働することが大

切になります。特別支援学校という場を例に、多職種の専門家が、学習上・生活上に様々な困難を抱える

障がいのある子どもたちにどのように関わり、成長を支えているのかその様子を概観し、多職種連携の

意義や可能性を、一緒に考えてみたいと思います。 

社会保育 

「勝ち負けのある遊びで子どもは何を学ぶのか 

―楽しさ・悔しさ・ルール・友だち関係を支える保育者の役割―」 

（教授 滝澤 真毅） 

保育者は子どもたちに対して遊びを教えたり遊びに誘ったりするとき、どんなことを考えたり願った

りするのでしょうか。さまざまな遊びの中から、競争したり勝ち負けがついたりするような遊びを例と

して、遊びを通して子どもが何を経験するのか、という切り口から、子どもの成長を支える保育者の役

割や意図について考えてみます。 

 


